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 1研究目的

 網膜剥醇諏対する手術として近年冷凍手術が実用化されるレで至ったが,これ1で関する実験的研究

 は少旋い。冷ロ凍作用が強固な縄脈絡膜の癒藩を生じる事は以前より明かであ診,冷凍{ゼよる甘郎求の

 紺綬学的変化については多くの検討が左されているにも狗らず,冷凍πよる眼肉の温度変化1τつい

 ての系統的研究は界.られ看い。私は今回,眼球の一定箇所π冷凍を作用させた際の恨四韻度変化を

 検討し,冷凍車術に対する至適な条件を晃,出し,かつ冷凍の眼組織π及ぼす影響の検討を試みた。
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 n実,験方法

 実験動物は5晦前後の成熟白色家兎を用いた。冷凍装溜はキーラ一社製アモイルス冷凍手術装置

 を用いたn温度言韻llケτは0.25rπ皿径のシース熱電対(クロメルアルメル,フィリツ7'・ヌ仕饗サ

 ーモコアツクヌ2ABムCO25)と松下通信工業製の烹感匿ペンレコーダー(VP-654A、

 を厚い,記録紙匠記録した。実験にあたり室温を21℃～25℃π保った。ミド1フン散瞳後免を固

 定,2%プ・カイン球後麻酔を行い上下の眼筋を切断して鹸球を祝球させた。髄2畦方向の赤道部

 や』輪部寄りの所をメスで強膜切開を加え,この孝il」・日より熱雷対を刺入し,対刷の赤道部網膜内面

 に密着させる。11}構膜内面π対して強漠劉より一手術装置の先端を軽ぐ座て,一60℃1分間の冷凍

 を加え,その温族=変化を記録した。(21次いで網膜内面より2.5覗,5・鵬Z5蹴,1e㈱の距罐に

 ある硝子体中の緑慶変化も測定した。これらの測定中は検眼鏡で眼底を直拷見ながら熱電対が正し

 い位置にある事を確認したD⑥強膜表面でも,手術躯位の先端の中心部及これ、ζり2耀,4抑,6

 ・η・月の距離で温度を測1足した。

皿実験結果

 〔↑網膜内面の温度変化2手術装置にヌイツテを入れると,約0.5秒`14限平均)より急、激な温

 度降下が騨,られ,5～7秒`平均4.9秒、でロ℃に達すろ。さらに11.5秒で全経過の90%の温

 度降下が見られ,以後次算匠降下速度が緩かと疫り,一部のものは平衡状腫を示す。最低澁度は一

 9.0℃より一18.6℃の間で14恨平均一12.7℃であったn冷凍開始畔の温度は5r5℃で,冷

 凍1てより44-C¢)ゼ融度婿ドドカ引見,られた〔スイッチを睾弓つた後,〇一C【てt宣†要一づ一るまでの曲1課5ま,言f∫の

 経過を逆転した曲線を示し,初め急な上昇で,ロ℃に近づぐ1で従い緩かな上昇となった・この聞は平

 均45・5秒を要した・1〕℃より50℃までの回復は91・6秒か、り,初期の急な.L昇の後次第に綴

 方・となり,ついにけ』括1衛}伏三乗ズ1』テ南}一ものもあった。主ヌ.卜:のごとく,この音頭立でに主.三2の茶目力`見らナし

 る経,通を取ったn検眼鏡的をて打、ヌイツナを入れると闘も着く,黄自色半透明の円形斑が現れ,急

 速に拡大し一定.の大きさになった。・7イツチを切ろと数秒後に避け消失するが,この消退は網膜内

き
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 面の温度が0℃π近づいた膨に起つた(斑の消失と同膿π脈絡膜の血行再開が罪、られた←この冷凍

 斑の縁に接して熱雷対を愕き,最低温度5,4℃,一25℃,2.5℃,平均1、1℃を得た。{21硝子体

 中の癌腫変化置硝子体中でけ緩かな下降と上昇の二つの組を持つた曲線が穆られた。下匂始めの暗

 君iけ,2,5蹴二2・4秒,5・」1旧二Z5秒,Z5一覗=98秒,10」π芋π=12.5秒,最低1舐腹一に至る時間

 け,2.5m覗=66,5秒.5無=78.2秒,Z5fπ燐=15ろ.5秒,10職=166秒であって,この

 時点でそれぞれ196℃,28.2℃,51.4℃フろろ.5℃'であった(各5眼平均)o(5!強膜表面の

 変化岩中心部ほ,網漢内面の曲線に類似し,三つの相が見.られた。下り始めO.4秒,ロ.℃π至る蒔

 i謹〔〕・9砂,最イ歯昆f夢け一55℃である。冷凍開始時の26.5℃から61.5℃の温度降下であったp

 5、1秒で90%の降下を示していた。21搬でけ水外を除いた場合1、2℃及5℃であったが,水分が

 多いと熱雷対が氷π旬まれ,一11・4℃に降下した。4襯,6・肌け硝子体内に類似し,4r㎜け

 64桝網5℃,6如・75,4秒後26.3℃と最低鼎暫を記録し.た。

 lv考按及結論

 網嘆の脈絡膜への癒着け,網膜が氷結する膚1ぞより達成されると考えられるが,過度の衡島耐組

 織の高肝な萎縮や術後の出巳虹を招く事が報告されていろρ冷凍暗面の決定に当り網膜の氷結点よ

 りや、儀自の温1=殖日1摯をおぐと,一60℃の冷凍の場合け約4～5秒が至適な・条件であろう。こ

 の罵台マ趨磨降下が急な畦点であるから,わずかな爾猷延長が過冷却を沼ぐ危険があろ。1コ.5砂で

 一・z3℃ぼ下る事からも,臨1地ナで廷得るエ裂沙風r止ソ)る必要があると、思われる。装置の先端の温

 帯が装置に内蔵の磁豚計πて一60℃を示しているπも胴らず,これπ接した強膜面で一35℃に

 lli撮るのけ,先端と強漠の蘭π水の屑が発生すろためと考えられ,る。網嘆内面と2.5噌机離れた硝子

 体内で湿度か1q6℃にしか下らず,纏漠内面とけ実に52℃以トの差となった。この事け実際の

 ・手術π適用するに当り,一つの限界を示すものと考えられる(網漠内面と硝子体の温度が連続的に

 変化していると%えれば,グラフ、隻より0℃の戸口,縄膜内面より約1'ゼ配の所π訪たる。これけ検

 眼鏡的π約5Dの・距離であり,5D以上の剥離け実際にまれではないn強膜穿刺を行えるジアプル

 ミー凝固に比し,強磁穿刺を行わない冷'凍手術ぼ於いてけ,この点から剰莚の強度なものに対して,,

 その作用の及ふ眼界を棄癒しなければなら愛い,・強度の剥離に対してけ,何らかの方法で網膜下液

 の排除をした後に行うべきであると紺、論される。
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 審査結果の要旨

 網膜剥離に対する手術として近年冷凍手術が実用化ざれるに至ったが,これに関する実版的慨究

 は少ない。著者は,眼球の一定個所に緯錬せ作用させた薩の眼内温度i変化を検討し,冷凍手術に対

 する至適な条†雫を:,見出し,かつ冷凍り眼組織に及ぼす影響の検討な試みた0

 1実験方法

 実験動物は旗熟白色家兎,常凍装置はキーラ一社裂アモイルス冷凍手術装置を用いた。温度計測

 には0、25伽径のシー.ス熱電対(クロメルアルメル,サーモコアソクス)と松下通信工業製の高感

 度ペンレコーダーを用いた。散瞳後兎を固定,球後麻酔を行い,眼球を脱臼させ,軸部寄りに強膜

 切開を烈え,この創口より熱電対を刺入し,対側の赤道部網膜内面に密着させ,5鶴翼'側よ匂一60℃

 1分間の冷凍を那え,そ'の温度変1ヒを記録した。次いで網膜内面より2.5欄,5麗,Z5ηr皿,10

 了fl耐の距離にある硝子体中の温度変化も測定した。強膜表面で竜冷凍都中心部及びこれより21茸肌,4

 了脚,6η珊の距離で温度変化を・測定した。

 2実験結果

 し1)網膜内面の温度変化;冷凍開始後約0.5秒よ匂急激な温度降下が見られ,5～7秒で0℃に達す

 る。さらに11.5秒で全経廻の90%の温度降下が見られ,以後次第に降下・速度が緩かとなり,一

 部のものは平衡状態を示す。最低温度は平均一12.7℃で,冷凍開始時の温慶:31.5より44℃の

 温度瞬一下が見らオ碇。冷凍中止後,0℃に回復するまでの曲線は,大体,上記経過を逆転した曲線

 仕ノ尽しガ初め急.な1二昇で,0℃に近づくに従い緩:かな上昇となったg長ljち,O℃までに1評均

 マ5.5秒,0℃より50Cまでは91,6秒を費し,全経過曲線は三相を示した。検眼鏡的には,ス

 ィツチを入れると間もなぐ,黄白色半透明の円形斑が現われ,漕渥に私大し,一定の大きさに達し,

 樋鄭P止役数秒後に斑は消失するが,この消退は網膜内面の温度がO℃に近づいた峙に起つπ。斑

 の消失と同時・に1派糸滑膜`五)血行再開;が見られπ。こ.の冷¢に垂範の縁では,最低温度の平均は1.1℃セfイ尋

πo

 曲硝子体甲の温度変化;硝子体中では綾かな下陣と上昇の二つの相を持つπ曲線が得られπ。.下り

 始めの時間は,網膜面より2.5㎝の部位では2.4秒、,5㎝ではZ5秒、Z5π耽では皇8秒,101董鰯

 ではr2.5秒。最低磁凌に至る時間は,それぞれ66.5秒,78.2秒,135.5秒」66秒であって,

 こ'〔乙)時点のも温迂夏iは・そ・れぞれ1只6℃,26、2℃,51.4℃,55・5℃であった(4～8藝艮平均)o

 樹強膜表面の変化;中心部は,網炭内面の曲線に類似し,三相が見られ島下り始め0.4秒,0℃

 に至る時間O.9秒,最低温度は一55℃である05.1秒で90%'の降下を示しπo

 以上の取積から著者は網膜剥離手術の新しい方法である冷凍手術の際の局所愚度の変化,ならび

 に冷凍作用点より一定の距離にある網膜,硝子体強膜告部の福渡変化を時間的に測定し,本法の実

 施に何して適正な基礎条件を示しπ。
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